
区民委員会議案説明資料 

令和３年１２月７日 

件  名 頁 

１ 第１１１号議案 足立区立学童保育室の指定管理者の指定について・・・・・２ 

（地域のちから推進部）



第 １ １ １ 号 議 案 説 明 資 料 

令和３年１２月７日 

件 名 足立区立学童保育室の指定管理者の指定について 

所管部課名 地域のちから推進部 住区推進課 

内  容 

１ 概要 

足立区立学童保育室指定管理者選定審査会の選定審査の結果、以下の者を

指定管理候補者として選定したので、議会の議決を経て指定管理者として指

定する。 

２ 選定内容 

（１）対象施設

名 称 施設所在地 

足立区立 

江北五色のさくら学童保育室 

足立区江北四丁目２１番１号 

（江北小学校内） 

足立区立 

さかえっこ学童保育室 
足立区西新井栄町三丁目１番２１号 

足立区立 

さくら学童保育室 

足立区綾瀬三丁目１２番１５号 

（綾瀬小学校内） 

足立区立 

千寿学童保育室 

足立区千住宮元町６番１号 

（千寿小学校内） 

足立区立 

竹の塚学童保育室 

足立区竹の塚二丁目２５番１７号 

（竹の塚地域学習センター内） 

（２）指定の期間

令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで（５年間）

（３）指定管理者の候補者

施設名 事業者名 法人所在地 

江北五色の

さくら 

学童保育室 

エルシーワークス株式会社

(代表取締役 小野澤 智) 

さいたま市南区南本町

一丁目２番６号 

三雄ビル４Ｆ 

さかえっこ 

学童保育室 

特定非営利活動法人 

ワーカーズコープ

(代表理事 田嶋 羊子)

豊島区東池袋一丁目 

４４番３号 

池袋ＩＳＰタマビル 

さくら 

学童保育室 

株式会社明日葉 

(代表取締役 大隈 太嘉志) 

港区芝四丁目１３番３

号 

ＰＭＯ田町東１０Ｆ 
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施設名 事業者名 法人所在地 

千寿 

学童保育室 

社会福祉法人桑の実会 

(理事長 濱野 賢一) 

所沢市東狭山ケ丘六丁

目２８３５番地２ 

竹の塚 

学童保育室 

株式会社日本保育サービス 

(代表取締役 福岡 明彦) 

名古屋市東区葵三丁

目１５番３１号 

（４）応募事業者数

施設名 応募事業者数 

江北五色のさくら学童保育室 ３事業者 

さかえっこ学童保育室 ３事業者 

さくら学童保育室 ９事業者 

千寿学童保育室 ２事業者 

竹の塚学童保育室 ２事業者 

（５）現在の指定管理者

さかえっこ学童保育室、千寿学童保育室は候補者と同じ。竹の塚学童保

育室はいきいきチャイルドケアあだち（ヤオキン商事株式会社、高和保育

園共同事業体）。 

江北五色のさくら学童保育室、さくら学童保育室は新規開設。 

（６）候補者となった理由・ポイント

ア エルシーワークス株式会社（江北五色のさくら学童保育室）

組織に安定性があり、第二次選考の評価において「施設運営の取り組

み方針」「利用者の利便性」で高い評価を得た。 

イ 特定非営利活動法人ワーカーズコープ（さかえっこ学童保育室）

事業計画の内容に優れ、第二次選考の評価において「利用者の利便

性」「地域との関係づくり」「児童の健全育成」で高い評価を得た。 

ウ 株式会社明日葉（さくら学童保育室）

事業計画の内容に優れ、第二次選考の評価において「施設運営の取り

組み方針」「利用者の利便性」「個人情報の取り扱い」「児童の健全育

成」で高い評価を得た。 

エ 社会福祉法人桑の実会（千寿学童保育室）

組織に安定性があり、第二次選考の評価において「施設の管理運営体

制」「個人情報の取り扱い」で高い評価を得た。 

オ 株式会社日本保育サービス（竹の塚学童保育室）

組織に安定性があり、第二次選考の評価において「施設の管理運営体

制」「児童の健全育成」で高い評価を得た。 

（７）候補者となった経過

ア 公募 令和３年７月１日～令和３年８月１６日
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イ 財務状況調査の結果

施設名 事業者名 結果 

江北五色のさくら 

学童保育室 

エルシーワークス

株式会社 

Ａ「非常に良好であ

る」 

さかえっこ学童保育室 
特定非営利活動法人 

ワーカーズコープ

Ａ「非常に良好であ

る」 

さくら学童保育室 株式会社明日葉 
Ａ「非常に良好であ

る」 

千寿学童保育室 
社会福祉法人桑の実

会 

Ａ「非常に良好であ

る」 

竹の塚学童保育室 
株式会社日本保育サ

ービス 

Ａ「非常に良好であ

る」 

ウ 選定委員会

（ア）委員会開催状況

開催日 内 容 審査事業者数 

第１回 
令和３年 

９月１３日 

第一次選考 

（書類選考） 

江北五色のさくら学童保育室 

３事業者 

さかえっこ学童保育室 

３事業者 

さくら学童保育室 

９事業者 

千寿学童保育室 

２事業者 

竹の塚学童保育室 

２事業者 

第２回 
令和３年 

９月２４日 

第二次選考 

(プレゼンテ

ーション) 

江北五色のさくら学童保育室 

３事業者 

さかえっこ学童保育室 

２事業者 

さくら学童保育室 

３事業者 

千寿学童保育室 

２事業者 

竹の塚学童保育室 

２事業者 

さかえっこ学童保育室の第一次選考で１事業者が不合格となっ

た。また、さくら学童保育室の第一次選考で６事業者が不合格とな

った。 
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（イ）委員構成（計７名）

種 別 氏 名 役職等 

学識経験者 

(有識者委員) 

旦 直子 

【委員長】 

帝京科学大学 教育人間科学部 

幼児保育学科 准教授 

立田 彰 

【副委員長】 
立田税理士事務所 税理士 

区民 

石橋 聡 東綾瀬地区主任児童委員 

青木 賀津代 江北地区主任児童委員 

大久保 孝雄 足立区立小学校ＰＴＡ連合会副会長 

区職員 
飯塚 尚美 学務課長 

松本 令子 多様性社会推進課長 

（ウ）審査項目及び審査結果

江北五色のさくら学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計

表（別紙１－１、１－２）、さかえっこ学童保育室指定管理者選定

審査会選定結果集計表（別紙２－１、２－２）、さくら学童保育室指

定管理者選定審査会選定結果集計表（別紙３－１、３－２）、千寿学

童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（別紙４－１、４－２）、

竹の塚学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（別紙５－１、

５－２）のとおり。 

エ 労働条件審査等

学童保育室は公契約条例対象外の施設のため、江北五色のさくら学童

保育室、さくら学童保育室、竹の塚学童保育室の指定管理候補者となっ

た事業者には自己確認チェックシートの提出を求め、労働関係諸法令が

遵守されていることを確認した。 

その他の学童保育室の指定管理候補者となった事業者については、今

年度に行った指定管理者等評価委員会の労働条件審査において合格と

なった審査結果を有効とし、今回の確認を省略する。 

（８）候補者の職員平均勤続年数及び平均給与並びに見積額

ア 江北五色のさくら学童保育室

エルシーワークス株式会社

平均勤続年数 ３．５２年 

平均給与（月額） 

管理職 ２７６，０００円 

常 勤 ２０９，０００円 

非常勤・短時間労働者 

時給１，０５０円から１，５００円 

指定管理料 

（見積り金額） 
１７，０３３，０００円（非課税） 
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イ さかえっこ学童保育室

特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

平均勤続年数 ４．３年 

平均給与（月額） 

管理職 ２９９，５８６円 

常 勤 ２２１，３３３円 

短時間労働者 時給 １，０７２円 

指定管理料 

(見積り金額) 
１７，０３２，０００円（非課税） 

ウ さくら学童保育室

株式会社明日葉 

平均勤続年数 ２．９年 

平均給与（月額） 

管理職 ３４４，４６６円 

常 勤 １９１，０９０円 

短時間労働者 時給 １，０６２円 

指定管理料 

(見積り金額) 
４９，９６９，０００円（非課税） 

エ 千寿学童保育室

社会福祉法人桑の実会 

平均勤続年数 ７．１年 

平均給与（月額） 

管理職 ３８９，０００円 

常 勤 ２９５，０００円 

非常勤 ２３５，０００円 

短時間労働者 時給 １，０９３円 

指定管理料 

（見積り金額） 
１７，０３４，０００円（非課税） 

オ 竹の塚学童保育室

株式会社日本保育サービス 

平均勤続年数 ４．６年 

平均給与（月額） 

管理職 ２８０，０００円 

常 勤 ２４６，６７８円 

非常勤・短時間労働者 

時給１，０６８円 

指定管理料 

（見積り金額） 
１５，４９１，０００円（非課税） 
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３ 添付資料 

別紙１－１ 江北五色のさくら学童保育室選定審査会選定結果集計表 

（第一次選考） 

１－２ 江北五色のさくら学童保育室選定審査会選定結果集計表 

（第二次選考） 

１－３ 江北五色のさくら学童保育室指定管理候補者の概要 

１－４ 江北五色のさくら学童保育室 事業計画書概要 

１－５ 江北五色のさくら学童保育室の管理に係る収支計画書概要 

別紙２－１ さかえっこ学童保育室選定審査会選定結果集計表 

（第一次選考） 

２－２ さかえっこ学童保育室選定審査会選定結果集計表 

（第二次選考） 

２－３ さかえっこ学童保育室指定管理候補者の概要 

２－４ さかえっこ学童保育室 事業計画書概要 

２－５ さかえっこ学童保育室の管理に係る収支計画書概要 

別紙３－１ さくら学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考） 

３－２ さくら学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考） 

３－３ さくら学童保育室指定管理候補者の概要 

３－４ さくら学童保育室 事業計画書概要 

３－５ さくら学童保育室の管理に係る収支計画書概要 

別紙４－１ 千寿学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考） 

４－２ 千寿学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考） 

４－３ 千寿学童保育室指定管理候補者の概要 

４－４ 千寿学童保育室 事業計画書概要 

４－５ 千寿学童保育室の管理に係る収支計画書概要 

別紙５－１ 竹の塚学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考） 

５－２ 竹の塚学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考） 

５－３ 竹の塚学童保育室指定管理候補者の概要 

５－４ 竹の塚学童保育室 事業計画書概要 

５－５ 竹の塚学童保育室の管理に係る収支計画書概要 

今後の方針 

本議案議決後、区と指定管理者との間で協定書を締結し、令和４年４月１日

から指定管理者による管理運営業務を実施する。 

事業者が変更となる学童保育室については、混乱が生じないよう適切な引き

継ぎの実施を求めていく。 
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児童の健
全育成に
関するこ
と

児童の安
全に関す
ること

学童保育
室の衛生
管理等に
関するこ
と

事
業
者
の
本
業
の
経
営
基
盤
が
安

定
し
て
い
る
か
。

団
体
の
経
営
規
模
と
事
業
規
模
は

適
正
か
。

区
や
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場

合
に
、

損
害
賠
償
で
き
る
能
力
を

有
し
て
い
る
か
。

安
定
し
た
事
業
運
営
を
で
き
る
だ

け
の
人
材
を
確
保
し
、

人
材
育
成

を
行
っ

て
い
る
か
。

賃
金
の
支
払
い
な
ど
、

職
員
の
雇

用
状
況
に
問
題
は
な
い
か
。

良
好
か
つ
豊
富
な
運
営
実
績
を
有

し
て
い
る
か
。

施
設
の
目
的
に
合
致
し
た
計
画
・

方
針
と
な
っ

て
い
る
か
。

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
高
い
見

識
を
持
ち
、

児
童
の
育
成
方
針
が

的
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
適
正
に
定
め
ら
れ
て

い
る
か
。

設
備
の
衛
生
管
理
方
法
に
つ
い
て

適
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点>

小計 70 70 70 749

68 66 66 52 54 64 56 60 54 56

小計 60 54 56

66 66 66 48 50 52 54 54 54 56

小計 54 54 56

68 66 66 46 52 42 50 52 58 60

小計 52 58 60

組織の安定性
（事業者の能力）

運営の安定性
（人材や経費）

事業計画の内容
（提案書）

配点 35 14

江北五色のさくら学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第一次選考）
選考区分 第一次選考（書面審査　令和３年９月１３日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

区
内
事
業
者
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
～

５
％
）

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
％
）

第
一
次
合
計

第
一
次
結
果

得点率 合否
210 140 140

　Ａ 0 14 610 81.4%

　Ｂ 0 0

合
200 106 120

エルシーワークス(株) 0 12 578 77.2% 合

560 74.8% 合
200 98 92

198 98 106

別紙１－１ 江北五色のさくら学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考）

【第一次選考の結果】 得点率６割を満たしたエルシーワークス株式会社、Ａ、Ｂの３事業者が第二次選定審査の対象となった。

別紙１－1
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江北五色のさくら学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

施
設
の
維
持
・
サ
ー

ビ
ス
体
制
の

た
め
の
適
切
な
職
員
体
制

防
犯
体
制
・
安
全
対
策

児
童
の
事
故
防
止
対
策

施
設
の
衛
生
管
理

職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教

育 指
揮
命
令
系
統
・
本
部
と
の
連
携

児
童
や
保
護
者
が
利
用
し
や
す
い

配
慮

利
用
者
の
意
見
・
要
望
を
運
営
に

反
映
さ
せ
る
工
夫

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

個
人
情
報
の
保
管
や
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
管
理
に
関

す
る
教
育

利
用
者
に
対
し
て
利
用
目
的
を
通

知
す
る
な
ど
の
体
制

近
隣
住
民
等
か
ら
の
苦
情
へ
の
対

応
策

小
学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
体
制

地
域
と
良
好
な
関
係
を
作
る
た
め

の
工
夫
や
体
制

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解

児
童
の
保
護
・
育
成
に
か
か
る
指

導
方
針

児
童
の
発
達
に
即
し
た
保
育
方
針

児
童
の
集
団
に
対
す
る
指
導
方
針

発
達
支
援
児
等
の
受
け
入
れ
態
勢

補
食
に
つ
い
て
食
育
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
計
画

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
衛
生
指

導
に
つ
い
て
の
保
育
計
画

団
体
の
専
門
性
や
機
能
を
活
か
し

た
画
期
的
な
提
案

職
員
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の

研
修
な
ど
の
育
成
計
画

現
場
責
任
者
の
資
格
や
経
験
な
ど

の
適
正

登
室
・
降
室
の
確
認
体
制

保
護
者
と
の
連
絡
や
職
員
間
の
連

携
体
制

ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
児
童
へ
の
対

応
策

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法 救
急
薬
品
の
管
理
等

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点> （％） <満点>

小計 2,100 （点数） 2,100

(候補者) 54 58 56 58 58 56 58 58 58 58 56 56 52 58 56 58 56 58 60 50 48 52 48 58 40 64 52 58 58 52 -0.29%

エルシーワークス株式会社 小計 △ 4.72

60 52 54 52 52 50 52 46 50 54 54 52 50 52 60 58 56 50 54 60 52 52 52 58 48 56 50 56 48 52 -1.29%

小計 △ 21.48

50 50 52 54 54 52 54 52 56 58 54 50 52 50 52 44 52 44 42 56 54 48 46 54 36 52 52 60 52 52 -0.29%

小計 △ 4.32

別紙１－２ 江北五色のさくら学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

　Ｂ 1,534 72.8% ３位
152 160 162 162 154 476 268

1,529.68

　Ａ 1,592 1,570.52 ２位
166 154 148 160

74.8%
162 540 262

１位
168 172 174 170 166 528 284

1,662 1,657.28 78.9%

児童の安全・衛生管理

配点 得点率
210 210 210 210 210 700 350

選考区分 第二次選考（プレゼンテーション等　令和３年９月２４日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

合
計
〔

Ａ
〕

減
点
（

上
段
＝

率

下
段
＝

点
数
〔

Ｂ
〕
）

第
二
次
合
計
〔

Ａ
＋
Ｂ
〕

第
二
次
結
果

順位

施設の管理運営体制
施設運営の取り組み
方針

利用者の利便性 個人情報の取り扱い 地域との関係づくり 児童の健全育成

【第二次選考の結果】 最も得点の高かったエルシーワークス株式会社が指定管理者の候補者となった。

別紙１－２
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江北五色のさくら学童保育室指定管理候補者の概要

団体名
エルシーワークス株式会社

（代表取締役 小野澤 智）

主たる事務所の所在地
埼玉県さいたま市南区南本町一丁目２番６号 

三雄ビル４階

設立年月日 平成２０年６月４日

現在の資本金 ８００万円

役員名簿 代表取締役 小野澤 智

事業概要

当会社は、次の事業を営むことを目的とする。

１ 保育所、学童施設および託児所の運営

２ 託児施設の企画・提案及び託児施設の運営

３ 飲食店の運営 他

区内における指定管理

の実績（学童保育室）

なし

ただし、民設学童保育室１室運営（学童クラブＯｈａ

ｎａ関原教室）

他自治体における指定

管理の実績

（学童保育室）

なし

別紙１－３
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江北五色のさくら学童保育室 事業計画書概要

１ 理念及び保育方針

  法人の運営する学童、保育施設には、すべて“Ｏｈａｎａ”という名称がついている。 
児童・保護者・職員が家族のように、あたたかいふれあいと絆を育む理念のもと、子ども

たちにとってお家にいるような安心した環境を提供している。

２ 施設の管理運営体制

（１）職員が定着するよう、現場職員がいつでも相談できる体制を整える。

（２）安全マップをもとに、子どもたちと一緒に危険箇所を確認し、大人の目がない中でも

安全に行動ができるように指導する。

（３）事件、事故が発生した場合は、３０分ルールを遵守し、直ちに担当課へ報告する。

３ 施設運営の取り組み

（１）新型コロナウイルスの対応マニュアルを整備し、職員に対して対応手順を周知する。 
（２）本部に苦情受付窓口を設け、メールや電話での問い合わせができる体制を整える。

（３）本部職員が施設巡回時に面談を実施し、フォローする。

４ 利用者の利便性

（１）保護者の了解を得たうえでブログを通じて、子どもたちの活動の様子を発信する。

（２）ご意見箱を設置し、年に１回定期アンケートを行い、意見をもとに改善を図る。

（３）全ての児童、保護者に対して公平なサービスを提供する。

５ 個人情報の取扱い

（１）個人情報は必ず鍵のかかったキャビネットで保管して、原則持ち出さない。

（２）具体的な事例を用いたり、研修を実施したりして注意喚起を行う。

６ 地域との関係づくり

（１）校内学童のため、学童の職員が出勤した際には必ず職員室に挨拶を行う。

（２）地元町会や自治会との連携を積極的に行う。

（３）周辺の清掃活動をし、学童保育室として地域に貢献できることを積極的に取り組む。 

７ 学童保育室の事業計画

（１）子どもたちのありのままの姿・気持ちを受け止めて保育する。

（２）集団活動を通じて、友達と力を合わせることの楽しさや大切さを実感し、相手を思い

やる気持ちを育む支援を行う。

（３）異年齢の集団生活の中で、児童の発達に応じた活動を実施する。

（４）発達支援児は、他の児童と共に育ちあう環境づくりに努める。

（５）おやつは食事を補うものであるという理解のもと、バランスの良いものを提供する。 

８ 危機管理体制

（１）全職員が同じ認識で業務に携われるようマニュアルを作成し研修を実施する。

（２）アレルギーのある児童へのおやつは、保護者との面談やおやつの管理から提供まで細

心の注意を図り提供する。

別紙１－４ 
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江北五色のさくら学童保育室の管理に係る収支計画書概要
（単位：千円） 

収 支 区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

収 入 合 計 (A) 17,033 17,033 17,033 17,033 17,033 

項

目

管理委託料 17,033 17,033 17,033 17,033 17,033 

支 出 合 計 (B) 17,033 17,033 17,033 17,033 17,033 

項

目

人件費

人件費 13,718 13,718 13,718 13,718 13,718 

事業費

  間食費 1,320 1,320 1,320 1,320 1,320 

  教材費 409 409 409 409 409 

管理事務費

出張交通費 31 31 31 31 31 

  事務費 321 321 321 321 321 

本部経費 1,132 1,132 1,132 1,132 1,132 

施設維持費 102 102 102 102 102 

収支(A)－(B) 0 0 0 0 0 

（入室５５人の場合）

別紙１－５ 
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児童の健
全育成に
関するこ
と

児童の安
全に関す
ること

学童保育
室の衛生
管理等に
関するこ
と

事
業
者
の
本
業
の
経
営
基
盤
が
安
定

し
て
い
る
か
。

団
体
の
経
営
規
模
と
事
業
規
模
は
適

正
か
。

区
や
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合

に
、

損
害
賠
償
で
き
る
能
力
を
有
し

て
い
る
か
。

安
定
し
た
事
業
運
営
を
で
き
る
だ
け

の
人
材
を
確
保
し
、

人
材
育
成
を

行
っ

て
い
る
か
。

賃
金
の
支
払
い
な
ど
、

職
員
の
雇
用

状
況
に
問
題
は
な
い
か
。

良
好
か
つ
豊
富
な
運
営
実
績
を
有
し

て
い
る
か
。

施
設
の
目
的
に
合
致
し
た
計
画
・
方

針
と
な
っ

て
い
る
か
。

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
高
い
見
識

を
持
ち
、

児
童
の
育
成
方
針
が
的
確

に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方
法

に
つ
い
て
適
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。

設
備
の
衛
生
管
理
方
法
に
つ
い
て
適

正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点>

小計 70 70 70 749

54 62 54 60 58 58 62 64 64 64

小計 64 64 64

68 66 66 52 54 64 56 60 54 56

小計 60 54 56

28 34 28 48 46 44 52 50 44 48

小計 50 44 48

別紙2－１ さかえっこ学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考）

200 106 120

(特非）ワーカーズコープ 19 0 619 82.6%

　Ｂ 0 0

合
170 118 120

　Ａ 0 14 610 81.4% 合

422 56.3% 否
90 94 96

組織の安定性
（事業者の能力）

運営の安定性
（人材や経費）

事業計画の内容
（提案書）

配点 35 14

さかえっこ学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第一次選考）
選考区分 第一次選考（書面審査　令和３年９月１３日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

区
内
事
業
者
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
～

５
％
）

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
％
）

第
一
次
合
計

第
一
次
結
果

得点率 合否
210 140 140

【第一次選考の結果】 得点率６割を満たした特定非営利活動法人ワーカーズコープ、Ａの２事業者が第二次選定審査の対象となった。

別紙２－1
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さかえっこ学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

施
設
の
維
持
・
サ
ー

ビ
ス
体
制
の

た
め
の
適
切
な
職
員
体
制

防
犯
体
制
・
安
全
対
策

児
童
の
事
故
防
止
対
策

施
設
の
衛
生
管
理

職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教

育 指
揮
命
令
系
統
・
本
部
と
の
連
携

児
童
や
保
護
者
が
利
用
し
や
す
い

配
慮

利
用
者
の
意
見
・
要
望
を
運
営
に

反
映
さ
せ
る
工
夫

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

個
人
情
報
の
保
管
や
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
管
理
に
関

す
る
教
育

利
用
者
に
対
し
て
利
用
目
的
を
通

知
す
る
な
ど
の
体
制

近
隣
住
民
等
か
ら
の
苦
情
へ
の
対

応
策

小
学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
体
制

地
域
と
良
好
な
関
係
を
作
る
た
め

の
工
夫
や
体
制

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解

児
童
の
保
護
・
育
成
に
か
か
る
指

導
方
針

児
童
の
発
達
に
即
し
た
保
育
方
針

児
童
の
集
団
に
対
す
る
指
導
方
針

発
達
支
援
児
等
の
受
け
入
れ
態
勢

補
食
に
つ
い
て
食
育
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
計
画

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
衛
生
指

導
に
つ
い
て
の
保
育
計
画

団
体
の
専
門
性
や
機
能
を
活
か
し

た
画
期
的
な
提
案

職
員
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の

研
修
な
ど
の
育
成
計
画

現
場
責
任
者
の
資
格
や
経
験
な
ど

の
適
正

登
室
・
降
室
の
確
認
体
制

保
護
者
と
の
連
絡
や
職
員
間
の
連

携
体
制

ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
児
童
へ
の
対

応
策

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法 救
急
薬
品
の
管
理
等

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点> （％） <満点>

小計 2,100 （点数） 2,100

(候補者) 58 60 54 54 52 56 60 56 60 58 54 58 62 60 64 60 62 60 56 60 62 52 56 54 62 58 54 60 62 50 -1.14％

(特非)ワーカーズコープ 小計 △ 20.60

58 52 58 54 56 58 54 50 54 54 54 52 50 54 60 62 58 56 56 60 54 54 56 60 52 60 56 56 54 54 -1.43％

小計 △ 24.54

選考区分 第二次選考（プレゼンテーション等　令和３年９月２４日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

合
計
〔

Ａ
〕

減
点
（

上
段
＝

率

下
段
＝

点
数

〔

Ｂ
〕
）

第
二
次
合
計
〔

Ａ
＋
Ｂ
〕

第
二
次
結
果

順位

施設の管理運営体制
施設運営の取り組み
方針

利用者の利便性 個人情報の取り扱い 地域との関係づくり 児童の健全育成

210 210 210 700 350

１位
172 162 176 170 186 584 284

２位
168 168 158 160

別紙2－2 さかえっこ学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

　Ａ 1,666 1,641.46 78.2%

1,734 1,713.40 81.6%

164 568 280

児童の安全・衛生管理

配点 得点率
210 210

【第二次選考の結果】 最も得点の高かった特定非営利活動法人ワーカーズコープが指定管理者の候補者となった。

別紙２－２
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さかえっこ学童保育室指定管理候補者の概要

団体名
特定非営利活動法人ワーカーズコープ

（代表理事 田嶋羊子）

主たる事務所の所在地
豊島区東池袋一丁目４４番３号 

池袋ＩＳＰタマビル

設立年月日 平成１３年９月１３日

現在の資本金 －

役員名簿

代表理事 田嶋羊子

理事 稲葉健太、大場寛、尾添良師、

川原隆哲、小林勲、坂林哲雄、

成田誠、幡野雄大、馬場幹夫、

平本哲男、藤田徹、古村伸宏、

横山哲平

事業概要

１ 保健、医療又は福祉の増進を図る活動

２ まちづくりの推進を図る活動

３ 子どもの健全教育を図る活動

区内における指定管理

の実績（学童保育室）

新田学園学童保育室、新田学園第二学童保育室、

中島根学童保育室、さかえっこ学童保育室

他自治体における指定

管理の実績

（学童保育室）

元八王子東小学童クラブ（八王子市）、印西牧の原学

童クラブ（印西市）他

別紙２－３
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さかえっこ学童保育室 事業計画書概要

１ 理念及び保育方針

 誰一人も排除せず互いに支えあう働き方「協同労働」を通じて、「共に生き、共に働く

社会の創造」の理念のもと、一人ひとりの子どもの違いや個性を尊重し、子どもの持つ

育つ力を信じ育て、子どもの命を育む自然、人、文化など豊かな社会関係をつくり出す。

２ 施設の管理運営体制

（１）登室時間に合わせて５～６人体制のシフトを組み、子どもが安全に過ごせるシフト体

制で運営する。

（２）地域の情報収集に努め安全な保育を心がける。安全を見守るネットワークをつくる。 
（３）事故が起きた時、児童が登室せず連絡が取れない時は、３０分ルールを遵守する。

３ 施設運営の取り組み

（１）子どもたちが安全・安心して利用できるよう、最大限の感染防止対策を講じる。

（２）法令遵守年間計画を立て、それに基づき会議や研修を実施する。

（３）研修会や専門的アドバイスなど、トータルに現場をサポートする体制を構築する。

４ 利用者の利便性

（１）「安心」「安全」なだけでなく、学童保育室に通うことが楽しくなるような環境を作る。

（２）連絡帳を帰り時間の確認だけでなく、情報交換のツールとして活用する。

（３）様々な事情を抱えた利用者を受け入れる場合、各関係機関と積極的に連携を図る。

５ 個人情報の取扱い

（１）個人情報保護体制を確立し、個人情報保護規定を策定している。

（２）個人情報の保管場所は施錠管理を徹底し、施設外への持ち出しを禁止している。

６ 地域との関係づくり

（１）要望・苦情を受けたら内容を確認し苦情対応責任者へ連絡し本部へ連絡。原因・背景・

改善について話し合い、解決策、方針を明確にする。

（２）年度初めに、学校と年度計画や連携、協力について話をする。

（３）地域行事に積極的に参加する。行事に一緒に取り組むことで顔の見える関係をつくる。 

７ 学童保育室の事業計画

（１）「様々な活動や体験を積み重ねる成長の場であること」と「親にとっても子どもにと

っても安心できる場所」を目指す。

（２）支援員は子どもの興味や流行をつかみ、創意工夫し、安全に楽しく遊べるようにする。

（３）宿題時間をとり、自宅では保護者と触れあう時間を大切にして欲しいと考えている。 
（４）特別な配慮を必要とする子どもの状況をつかみ、方針を立て、他の子と一緒に生活す

る中から、お互い学び合い成長していけるような働きかけと援助を行う。

（５）できあいのおやつだけでなく、支援員や子どもが手づくりするおやつも取り入れる。 

８ 危機管理体制

（１）危機管理マニュアルを作成、遵守し、緊急時には保護者の携帯や職場に連絡する。

（２）食物アレルギーを持つ児童については個別面談を行い、アレルギー児童状況票を作成。 

別紙２－４
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さかえっこ学童保育室の管理に係る収支計画書概要
（単位：千円） 

収 支 区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

収 入 合 計 (A) 17,032 17,032 17,032 17,032 17,032 

項

目

管理委託料 17,032 17,032 17,032 17,032 17,032 

支 出 合 計 (B) 17,032 17,032 17,032 17,032 17,032 

項

目

人件費

人件費 13,718 13,718 13,718 13,718 13,718 

事業費

  間食費 1,320 1,320 1,320 1,320 1,320 

  教材費 409 409 409 409 409 

管理事務費

出張交通費 31 31 31 31 31 

  事務費 321 321 321 321 321 

本部経費 1,131 1,131 1,131 1,131 1,131 

施設維持費 102 102 102 102 102 

収支(A)－(B) 0 0 0 0 0 

（入室５５人の場合）

別紙２－５ 
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児童の健
全育成に
関するこ
と

児童の安
全に関す
ること

学童保育
室の衛生
管理等に
関するこ
と

事
業
者
の
本
業
の
経
営
基
盤
が
安

定
し
て
い
る
か
。

団
体
の
経
営
規
模
と
事
業
規
模
は

適
正
か
。

区
や
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場

合
に
、

損
害
賠
償
で
き
る
能
力
を

有
し
て
い
る
か
。

安
定
し
た
事
業
運
営
を
で
き
る
だ

け
の
人
材
を
確
保
し
、

人
材
育
成

を
行
っ

て
い
る
か
。

賃
金
の
支
払
い
な
ど
、

職
員
の
雇

用
状
況
に
問
題
は
な
い
か
。

良
好
か
つ
豊
富
な
運
営
実
績
を
有

し
て
い
る
か
。

施
設
の
目
的
に
合
致
し
た
計
画
・

方
針
と
な
っ

て
い
る
か
。

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
高
い
見

識
を
持
ち
、

児
童
の
育
成
方
針
が

的
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
適
正
に
定
め
ら
れ
て

い
る
か
。

設
備
の
衛
生
管
理
方
法
に
つ
い
て

適
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点>

小計 70 70 70 749

68 66 66 58 62 66 60 62 60 54

小計 62 60 54

66 54 62 60 56 70 62 62 52 58

小計 62 52 58

68 66 66 56 56 64 58 62 56 60

小計 62 56 60

68 66 66 52 54 64 56 60 54 56

小計 60 54 56

66 62 54 56 58 44 52 50 54 56

小計 50 54 56

38 52 36 60 56 68 62 62 64 62

小計 62 64 62

68 66 66 46 52 42 50 54 58 60

小計 54 58 60

68 66 66 46 52 50 56 52 46 48

小計 52 46 48

28 34 28 48 46 44 52 50 44 48

小計 50 44 48
  Ｈ 0 0 422 56.3% 否

90 94 96

　Ｇ 0 0 550 73.4% 否
200 98 106

　Ｆ 0 0 562 75.0% 否
200 98 92

　Ｅ 0 12 572 76.4% 否
126 116 130

200 112 122

　Ｄ 28 12 592 79.0% 否
182 114 96

（株）明日葉 0 14 616 82.2%

　Ｃ 0 14

合
182 116 132

　Ｂ 0 0 612 81.7% 合

610 81.4% 否
200 106 120

140 140

　Ａ 0 0 622

第
一
次
結
果

組織の安定性
（事業者の能力）

運営の安定性
（人材や経費）

事業計画の内容
（提案書）

配点 35 14 得点率 合否
210

83.0% 合
200 120 126

別紙3－１ さくら学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考）

さくら学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第一次選考）
選考区分 第一次選考（書面審査　令和３年９月１３日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

区
内
事
業
者
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
～

５
％
）

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
へ
の
割
合
加

点

（

総
得
点
の
２
％
）

第
一
次
合
計

【第一次選考の結果】 得点率６割を満たした上位３事業者（株式会社明日葉、Ａ、Ｂ）が第二次選定審査の対象となった。

第二次選考選定は最大３団体のため、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇは、第二次選定審査の対象とはならなかった。

得点率６割に満たなかったため、Ｈは第二次審査の対象とはならなかった。

別紙３－1
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さくら学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

施
設
の
維
持
・
サ
ー

ビ
ス
体
制
の

た
め
の
適
切
な
職
員
体
制

防
犯
体
制
・
安
全
対
策

児
童
の
事
故
防
止
対
策

施
設
の
衛
生
管
理

職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教

育 指
揮
命
令
系
統
・
本
部
と
の
連
携

児
童
や
保
護
者
が
利
用
し
や
す
い

配
慮

利
用
者
の
意
見
・
要
望
を
運
営
に

反
映
さ
せ
る
工
夫

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

個
人
情
報
の
保
管
や
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
管
理
に
関

す
る
教
育

利
用
者
に
対
し
て
利
用
目
的
を
通

知
す
る
な
ど
の
体
制

近
隣
住
民
等
か
ら
の
苦
情
へ
の
対

応
策

小
学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
体
制

地
域
と
良
好
な
関
係
を
作
る
た
め

の
工
夫
や
体
制

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解

児
童
の
保
護
・
育
成
に
か
か
る
指

導
方
針

児
童
の
発
達
に
即
し
た
保
育
方
針

児
童
の
集
団
に
対
す
る
指
導
方
針

発
達
支
援
児
等
の
受
け
入
れ
態
勢

補
食
に
つ
い
て
食
育
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
計
画

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
衛
生
指

導
に
つ
い
て
の
保
育
計
画

団
体
の
専
門
性
や
機
能
を
活
か
し

た
画
期
的
な
提
案

職
員
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の

研
修
な
ど
の
育
成
計
画

現
場
責
任
者
の
資
格
や
経
験
な
ど

の
適
正

登
室
・
降
室
の
確
認
体
制

保
護
者
と
の
連
絡
や
職
員
間
の
連

携
体
制

ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
児
童
へ
の
対

応
策

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法 救
急
薬
品
の
管
理
等

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点> （％） <満点>

小計 2,100 （点数） 2,100

(候補者) 56 56 56 60 56 60 58 60 58 60 66 58 54 56 54 64 62 58 58 60 66 58 56 58 52 52 56 54 56 52 -0.43%

（株）明日葉 小計 △ 7.50

60 60 60 52 56 58 60 54 48 58 52 52 50 56 54 62 58 60 54 56 54 58 54 52 58 60 60 62 62 52

小計

62 60 60 52 56 52 58 52 52 62 54 52 48 52 50 60 58 56 54 58 54 48 56 54 58 48 52 56 58 52

小計

別紙3－２ さくら学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

　Ｂ 1,644 78.3% ３位
182 160 162 168 150 556 266

1,644.00

　Ａ 1,692 1,692.00 ２位
180 166 162 162

80.6%
160 566 296

１位
168 176 176 184 164 592 270

1,730 1,722.50 82.0%

児童の安全・衛生管理

配点 得点率
210 210 210 210 210 700 350

選考区分 第二次選考（プレゼンテーション等　令和３年９月２４日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

合
計
〔

Ａ
〕

減
点
（

上
段
＝

率

下
段
＝

点
数
〔

Ｂ
〕
）

第
二
次
合
計
〔

Ａ
＋
Ｂ
〕

第
二
次
結
果

順位

施設の管理運営体制
施設運営の取り組み
方針

利用者の利便性 個人情報の取り扱い 地域との関係づくり 児童の健全育成

【第二次選考の結果】 最も得点の高かった株式会社明日葉が指定管理者の候補者となった。

別紙３－２
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さくら学童保育室指定管理候補者の概要

団体名
株式会社明日葉

（代表取締役 大隈 太嘉志）

主たる事務所の所在地 港区芝四丁目１３番３号 ＰＭＯ田町東１０Ｆ

設立年月日 平成４年１０月１日

現在の資本金 ５，１００万円

役員名簿

代表取締役 大隈 太嘉志

取締役 山下高明、平野正志

田村幸生

事業概要

１ 児童福祉関連事業の運営および受託事業

２ 児童福祉法に規定する障害児通所支援事業を経

営する事業

３ 公共施設の運営及び受託業務

４ 職業安定法に基づく有料職業紹介事業

５ 労働者派遣事業法に基づく一般労働者派遣事業

６ 食料品の卸及び販売

７ 給食業務並びに給食管理業務 他

区内における指定管理

の実績（学童保育室）
なかよし学童保育室

他自治体における指定

管理の実績

（学童保育室）

滝小こどもクラブ第一、第二、第三（北区）、十小学

童クラブ第二（小平市）、第２野火止児童クラブ     

（東村山市） 他

別紙３－３

20



さくら学童保育室 事業計画書概要

１ 理念及び保育方針

 子どもたちが毎日を豊かに過ごせる保育・育成を通じて、明日をたくましく生きる力

を育む。子どもと長期的・継続的に関わり、遊びと生活を通して子どもの発達の促進を

はかる。地域の中での子どもの居場所、遊びの拠点となることを目指す。保護者に対す

る相談や援助を行い、地域における子育てを支援する。地域社会の子育て資源を発掘し、

それぞれをつなげてネットワークを広げる。

２ 施設の管理運営体制

（１）仕様書に定められた人員配置をもとに、その日利用する児童数や対応の難しい児童、

配慮を要する児童への加配を行う。

（２）地域の安全に目を配り、危険な場所や不審者の情報を収集し、職員全体が共有する。 
（３）事件や事故等が発生した場合「３０分ルール」を遵守し、所管課へ報告する。

３ 施設運営の取り組み

（１）徹底した衛生基準を設け、衛生管理マニュアルに従い玩具等は殺菌消毒する。

（２）入社時に服務規程の誓約書の提出、各段階におけるコンプライアンス研修を行う。

（３）事業統括リーダーを置き、各エリアマネージャーを統括する体制をとる。

４ 利用者の利便性

（１）雰囲気づくりを大切にし、声掛けはもちろん、玄関周りを整え、心からお迎えする。 
（２）無記名で投書できる「メッセージボックス」を設置し、ニーズを収集・把握し、施設

運営に反映していく。

（３）障がいの有無・性別・年齢・国籍に関わらず、あらゆる人を尊重し、平等に対応する。

５ 個人情報の取扱い

（１）施設長を個人情報保護管理者とし、本部に個人情報に関する苦情相談窓口を設置する。 
（２）採用時及び採用後も、定期的な内部研修を行い、個人情報の管理意識を高める。

６ 地域との関係づくり

（１）苦情に対し施設長以下職員が迅速に対応して、内容や双方の認識を確認する。

（２）施設長が折に触れて校長先生に報告・連絡・相談を行う。

７ 学童保育室の事業計画

（１）遊びの環境を整えるとともに、創造性・社会性・自発性が身につくプログラムを実施

する。

（２）子どもの意見を尊重するとともに自らが企画、準備、運営する活動を支援する。

（３）やらせるだけの活動にならないように目的を持ち、児童自身が考える支援をする。

（４）子どもの障がい・発達・生活に目を向け、他児との関わりを支援する。

（５）おやつの提供には、食事を補う栄養的配慮と夕食に響かない内容と量に配慮する。

８ 危機管理体制

（１）事故発生時はマニュアに則り、応急処置や保護者・関係機関への連絡を迅速に行う。 
（２）食物アレルギーには、保護者と十分に情報交換をした上で対応を協議する。

別紙３－４
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さくら学童保育室の管理に係る収支計画書概要
（単位：千円） 

収 支 区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

収 入 合 計 (A) 49,969 49,969 49,969 49,969 49,969 

項

目

管理委託料 49,969 49,969 49,969 49,969 49,969 

支 出 合 計 (B) 49,969 49,969 49,969 49,969 49,969 

項

目

人件費

人件費 41,068 41,068 41,068 41,068 41,068 

事業費

  間食費 3,960 3,960 3,960 3,960 3,960 

  教材費 1,227 1,227 1,227 1,227 1,227 

管理事務費

出張交通費 95 95 95 95 95 

  事務費 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 

本部経費 2,263 2,263 2,263 2,263 2,263 

施設維持費 306 306 306 306 306 

収支(A)－(B) 0 0 0 0 0 

（各室入室５５人の場合）

別紙３－５ 
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児童の健
全育成に
関するこ
と

児童の安
全に関す
ること

学童保育
室の衛生
管理等に
関するこ
と

事
業
者
の
本
業
の
経
営
基
盤
が
安
定

し
て
い
る
か
。

団
体
の
経
営
規
模
と
事
業
規
模
は
適

正
か
。

区
や
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合

に
、

損
害
賠
償
で
き
る
能
力
を
有
し

て
い
る
か
。

安
定
し
た
事
業
運
営
を
で
き
る
だ
け

の
人
材
を
確
保
し
、

人
材
育
成
を

行
っ

て
い
る
か
。

賃
金
の
支
払
い
な
ど
、

職
員
の
雇
用

状
況
に
問
題
は
な
い
か
。

良
好
か
つ
豊
富
な
運
営
実
績
を
有
し

て
い
る
か
。

施
設
の
目
的
に
合
致
し
た
計
画
・
方

針
と
な
っ

て
い
る
か
。

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
高
い
見
識

を
持
ち
、

児
童
の
育
成
方
針
が
的
確

に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方
法

に
つ
い
て
適
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。

設
備
の
衛
生
管
理
方
法
に
つ
い
て
適

正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点>

小計 70 70 70 749

68 66 66 58 62 66 60 62 56 54

小計 62 56 54

68 66 66 52 54 64 56 60 54 56

小計 60 54 56

組織の安定性
（事業者の能力）

運営の安定性
（人材や経費）

事業計画の内容
（提案書）

配点 35 14

千寿学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第一次選考）
選考区分 第一次選考（書面審査　令和３年９月１３日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

区
内
事
業
者
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
～

５
％
）

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
％
）

第
一
次
合
計

第
一
次
結
果

得点率 合否
210 140 140

(社福）桑の実会 0 0 618 82.5% 合
200 120 126

　Ａ 0 14 610 81.4% 合
200 106 120

別紙４－１ 千寿学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考）

【第一次選考の結果】 得点率６割を満たした社会福祉法人桑の実会、Ａの２事業者が第二次選定審査の対象となった。
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千寿学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

施
設
の
維
持
・
サ
ー

ビ
ス
体
制
の

た
め
の
適
切
な
職
員
体
制

防
犯
体
制
・
安
全
対
策

児
童
の
事
故
防
止
対
策

施
設
の
衛
生
管
理

職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教

育 指
揮
命
令
系
統
・
本
部
と
の
連
携

児
童
や
保
護
者
が
利
用
し
や
す
い

配
慮

利
用
者
の
意
見
・
要
望
を
運
営
に

反
映
さ
せ
る
工
夫

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

個
人
情
報
の
保
管
や
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
管
理
に
関

す
る
教
育

利
用
者
に
対
し
て
利
用
目
的
を
通

知
す
る
な
ど
の
体
制

近
隣
住
民
等
か
ら
の
苦
情
へ
の
対

応
策

小
学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
体
制

地
域
と
良
好
な
関
係
を
作
る
た
め

の
工
夫
や
体
制

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解

児
童
の
保
護
・
育
成
に
か
か
る
指

導
方
針

児
童
の
発
達
に
即
し
た
保
育
方
針

児
童
の
集
団
に
対
す
る
指
導
方
針

発
達
支
援
児
等
の
受
け
入
れ
態
勢

補
食
に
つ
い
て
食
育
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
計
画

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
衛
生
指

導
に
つ
い
て
の
保
育
計
画

団
体
の
専
門
性
や
機
能
を
活
か
し

た
画
期
的
な
提
案

職
員
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の

研
修
な
ど
の
育
成
計
画

現
場
責
任
者
の
資
格
や
経
験
な
ど

の
適
正

登
室
・
降
室
の
確
認
体
制

保
護
者
と
の
連
絡
や
職
員
間
の
連

携
体
制

ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
児
童
へ
の
対

応
策

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法 救
急
薬
品
の
管
理
等

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点> （％） <満点>

小計 2,100 （点数） 2,100

(候補者) 62 60 58 52 56 60 60 54 52 60 56 56 50 58 52 62 58 56 52 52 58 56 52 52 58 56 56 56 60 52

（社福）桑の実会 小計

58 52 54 52 52 52 50 46 50 54 54 50 50 52 60 58 56 48 52 56 52 50 46 54 52 58 50 56 48 52 -1.29％

小計 △ 21.32

別紙４－２ 千寿学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

　Ａ 1,574 1,552.68 73.9%

1,682 1,682.00 80.1%

162 524 264

児童の安全・衛生管理

配点 得点率
210 210

２位
164 156 146 158

１位
180 168 166 172 160 556 280

210 210 210 700 350

選考区分 第二次選考（プレゼンテーション等　令和３年９月２４日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

合
計
〔

Ａ
〕

減
点
（

上
段
＝

率

下
段
＝

点
数
〔

Ｂ
〕
）

第
二
次
合
計
〔

Ａ
＋
Ｂ
〕

第
二
次
結
果

順位

施設の管理運営体制
施設運営の取り組み
方針

利用者の利便性 個人情報の取り扱い 地域との関係づくり 児童の健全育成

【第二次選考の結果】 最も得点の高かった社会福祉法人桑の実会が指定管理者の候補者となった。
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千寿学童保育室指定管理候補者の概要

団体名 社会福祉法人桑の実会（理事長 濱野賢一）

主たる事務所の所在地 埼玉県所沢市東狭山ケ丘六丁目２８３５番地２

設立年月日 昭和５１年７月１２日

現在の資本金 ―

役員名簿

理事長  濱野賢一

理事   桑原哲也、米原秀雄、松本和雄、

米川智裕、役野あづさ、宇野ひろみ

増山良裕、高橋良平

事業概要

１ 第１種社会福祉事業

 特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム

２ 第２種社会福祉事業

  保育所、老人デイサービス事業、老人居宅介護等

事業、放課後児童健全育成事業  他

区内における指定管理

の実績（学童保育室）

せきや学童保育室、足立学童保育室、しまねっ子学童

保育室、東栗原学童保育室、千寿学童保育室

他自治体における指定

管理の実績

（学童保育室）

なし

別紙４－３
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千寿学童保育室 事業計画書概要

１ 理念及び保育方針

  法人の基本理念である「その子らしさとその人らしさを求めて」の下、「次世代を担う

子どもたちへの保育を通じて地域社会を育む」を基本コンセプトとして、足立区と密接に

連携しながら、子育て支援と就労支援、地域児童福祉の増進を図ることに取り組んでいく。 

２ 施設の管理運営体制

（１）安心・安全な保育を提供し、業務の継続性を重視した職員配置とする。

（２）Ａ－メール・学校メールに登録し、情報を常に確認できるようにする。

（３）子どもの動線に配慮し、施設設備の破損状況や機器の動作確認を日々チェックする。 

３ 施設運営の取り組み

（１）特に感染症が蔓延している時期は、換気や消毒等を普段より念入りに行う。

（２）区のコンプライアンス研修を通じて法令遵守に関する知識と意識を高める。

（３）足立区内で事業展開している学童保育室及び保育園と連携し相互支援体制を整える。 

４ 利用者の利便性

（１）小学校の専用室のためハード面の利便性は高いので、ソフト面の向上に取り組む。

（２）区アンケート、業務評価、独自アンケートで定期的な振り返りと要望の把握に努める。

（３）平等に生活できる場とするため、理解し合い助けあえる雰囲気を醸成する保育を行う。 

５ 個人情報の取扱い

（１）個人情報保護条例を遵守し、個人情報を管理するパソコンは常時オフラインとする。 
（２）研修や人事考課面接を通じてプライバシー保護に関する知識や意識を高める。

６ 地域との関係づくり

（１）騒音等の苦情・要望には丁寧に対応し、理解を得ながら解決へ導く努力をする。

（２）学校での生活の様子、体調などの情報交換を学校と行う。

（３）自治会などが開く行事や、学校の地域開放活動に参加する。

７ 学童保育室の事業計画

（１）身体の安全が確保され心の安心を得られる「放課後の居場所」を提供する。

（２）集団生活の中で責任感や生活習慣が身につけられる支援をする他、自分の気持ちを伝

える、相手の気持ちを理解する、譲り合う、助け合うといった社会性の育成に力を注ぐ。

（３）異年齢の集団生活の中で、様々な遊びや体験活動ができる場を提供する。

（４）発達支援児はインクルーシブの考えに沿い他の児童との集団生活を基本に保育する。 
（５）おやつは身体の成長と心身の状況及び嗜好、季節感を考慮してメニューを組立てる。 

８ 危機管理体制

（１）子どもたちと一緒に近隣を歩き安全マップを作成し、身近に潜む危険について注意を

促し、子どもたちが自身の安全について考える機会をつくる。

（２）大きな怪我や事故の場合、保護者に連絡を取りやすくするため、家庭状況表に記載さ

れている家庭内の優先順位の高い順に連絡を取ると決めている。

別紙４－４ 
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千寿学童保育室の管理に係る収支計画書概要
（単位：千円） 

収 支 区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

収 入 合 計 (A) 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 

項

目

管理委託料 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 

支 出 合 計 (B) 17,034 17,034 17,034 17,034 17,034 

項

目

人件費

人件費 13,718 13,718 13,718 13,718 13,718 

事業費

  間食費 1,320 1,320 1,320 1,320 1,320 

  教材費 409 409 409 409 409 

管理事務費

出張交通費 32 32 32 32 32 

  事務費 321 321 321 321 321 

本部経費 1,132 1,132 1,132 1,132 1,132 

施設維持費 102 102 102 102 102 

収支(A)－(B) 0 0 0 0 0 

（入室５５人の場合）

別紙４－５ 
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児童の健
全育成に
関するこ
と

児童の安
全に関す
ること

学童保育
室の衛生
管理等に
関するこ
と

事
業
者
の
本
業
の
経
営
基
盤
が
安
定

し
て
い
る
か
。

団
体
の
経
営
規
模
と
事
業
規
模
は
適

正
か
。

区
や
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合

に
、

損
害
賠
償
で
き
る
能
力
を
有
し

て
い
る
か
。

安
定
し
た
事
業
運
営
を
で
き
る
だ
け

の
人
材
を
確
保
し
、

人
材
育
成
を

行
っ

て
い
る
か
。

賃
金
の
支
払
い
な
ど
、

職
員
の
雇
用

状
況
に
問
題
は
な
い
か
。

良
好
か
つ
豊
富
な
運
営
実
績
を
有
し

て
い
る
か
。

施
設
の
目
的
に
合
致
し
た
計
画
・
方

針
と
な
っ

て
い
る
か
。

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
高
い
見
識

を
持
ち
、

児
童
の
育
成
方
針
が
的
確

に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方
法

に
つ
い
て
適
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。

設
備
の
衛
生
管
理
方
法
に
つ
い
て
適

正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点>

小計 70 70 70 749

68 66 66 52 54 64 56 60 54 56

小計 60 54 56

66 62 54 60 58 44 52 52 54 56

小計 52 54 56

別紙５－１ 竹の塚学童保育室選定審査会選定結果集計表（第一次選考）

182 118 96

（株）日本保育サービス 0 14 610 81.4% 合
200 106 120

　Ａ 28 12 598 79.8% 合

組織の安定性
（事業者の能力）

運営の安定性
（人材や経費）

事業計画の内容
（提案書）

配点 35 14

竹の塚学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第一次選考）
選考区分 第一次選考（書面審査　令和３年９月１３日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

区
内
事
業
者
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
～

５
％
）

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
へ
の
割
合
加
点

（

総
得
点
の
２
％
）

第
一
次
合
計

第
一
次
結
果

得点率 合否
210 140 140

【第一次選考の結果】 得点率６割を満たした株式会社日本保育サービス、Aの２事業者が第二次選定審査の対象となった。
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竹の塚学童保育室指定管理者選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

施
設
の
維
持
・
サ
ー

ビ
ス
体
制
の

た
め
の
適
切
な
職
員
体
制

防
犯
体
制
・
安
全
対
策

児
童
の
事
故
防
止
対
策

施
設
の
衛
生
管
理

職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教

育 指
揮
命
令
系
統
・
本
部
と
の
連
携

児
童
や
保
護
者
が
利
用
し
や
す
い

配
慮

利
用
者
の
意
見
・
要
望
を
運
営
に

反
映
さ
せ
る
工
夫

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

個
人
情
報
の
保
管
や
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
管
理
に
関

す
る
教
育

利
用
者
に
対
し
て
利
用
目
的
を
通

知
す
る
な
ど
の
体
制

近
隣
住
民
等
か
ら
の
苦
情
へ
の
対

応
策

小
学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
体
制

地
域
と
良
好
な
関
係
を
作
る
た
め

の
工
夫
や
体
制

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解

児
童
の
保
護
・
育
成
に
か
か
る
指

導
方
針

児
童
の
発
達
に
即
し
た
保
育
方
針

児
童
の
集
団
に
対
す
る
指
導
方
針

発
達
支
援
児
等
の
受
け
入
れ
態
勢

補
食
に
つ
い
て
食
育
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
計
画

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
衛
生
指

導
に
つ
い
て
の
保
育
計
画

団
体
の
専
門
性
や
機
能
を
活
か
し

た
画
期
的
な
提
案

職
員
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の

研
修
な
ど
の
育
成
計
画

現
場
責
任
者
の
資
格
や
経
験
な
ど

の
適
正

登
室
・
降
室
の
確
認
体
制

保
護
者
と
の
連
絡
や
職
員
間
の
連

携
体
制

ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
児
童
へ
の
対

応
策

災
害
発
生
時
や
緊
急
時
の
対
応
方

法 救
急
薬
品
の
管
理
等

70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 <満点> （％） <満点>

小計 2,100 （点数） 2,100

(候補者) 60 56 54 52 52 54 52 48 56 56 54 52 50 54 58 62 58 54 54 60 54 54 52 58 48 60 52 60 50 52 -1.29％

(株)日本保育サービス 小計 △ 22.12

50 46 46 50 50 54 50 48 48 58 54 52 50 52 48 56 54 50 44 46 48 48 48 50 56 50 50 60 56 54

小計

選考区分 第二次選考（プレゼンテーション等　令和３年９月２４日開催）

評価項目

共通項目 施設目的に関する項目

合
計
〔

Ａ
〕

減
点
（

上
段
＝

率

下
段
＝

点
数
〔

Ｂ
〕
）

第
二
次
合
計
〔

Ａ
＋
Ｂ
〕

第
二
次
結
果

順位

施設の管理運営体制
施設運営の取り組み
方針

利用者の利便性 個人情報の取り扱い 地域との関係づくり 児童の健全育成

210 210 210 700 350

１位
170 158 156 162 162 554 274

２位
142 154 146 164

別紙５－２ 竹の塚学童保育室選定審査会選定結果集計表（第二次選考）

　Ａ 1,526 1,526.00 72.7%

1,636 1,613.88 76.9%

150 500 270

児童の安全・衛生管理

配点 得点率
210 210

【第二次選考の結果】 最も得点の高かった株式会社日本保育サービスが指定管理者の候補者となった。
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竹の塚学童保育室指定管理候補者の概要

団体名 株式会社日本保育サービス（代表取締役 福岡明彦） 

主たる事務所の所在地 愛知県名古屋市東区葵三丁目１５番３１号

設立年月日 平成１６年１０月１日

現在の資本金 ９，９００万円

役員名簿

代表取締役  福岡明彦

役員  坂井徹、堤亮二、三井真司、沼澤勝義、 
都志謙治、轟崇久、髙久仁

事業概要

１ 保育所・託児所の設置運営

２ 労働者派遣事業 

３ 古物の売買

４ 学童クラブ事業

５ 児童館事業

６ 経営コンサルタント業務

７ 前各号に付帯する一切の事業

区内における指定管理

の実績（学童保育室）

なし

ただし、足立区立五反野保育園１室を運営。

他自治体における

指定管理の実績

（学童保育室）

三鷹市（四小学童保育所 A 他８施設）、 
港区（港区立神明子ども中高生プラザ学童クラブ）

他

別紙５－３
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竹の塚学童保育室 事業計画書概要

１ 理念及び保育方針

  子育て支援事業の最大手である株式会社ＪＰホールディングスグループでは、経営理念

に「子育て支援を通じて笑顔溢れる社会づくりに貢献します」を掲げ、グループ各社の事

業活動に「すべてはこどもたちの笑顔のために」という思いがこめられている。

  特に学童保育室においては、育成理念として、「学童期のこどもたちに『なりたい自分

になる力を育む』こと」に取り組んでいく。

２ 施設の管理運営体制

（１）施設と本部が運営管理面で連携を図り、学童保育室を担当する本部職員とその管理者

  を配置。定例会議・運営課題検討委員会など、連携して情報共有や課題解決に取り組む。

（２）本部内に安全管理委員会を設置し、アクシデント事例の検証、再発防止の検討を行っ

ている。また法人内のリスクマネジメントに「３０分ルール」を取り入れ、迅速に事件・

事故を区・本部と共有し、適切に対応できる体制を構築する。

３ 施設運営の取り組み

（１）独自の各種マニュアルに従った衛生・施設管理や、児童への安心・安全な支援を行う。

  また、全体責任者である運営本部東京ブロック長のもと施設の運営をサポートする。

（２）法令、会社理念や社内ルールの遵守及び社会の要請に応えることを職員全員が意識で

  きるよう、専門家による事例に基づいた教育や研修を実施する。

４ 利用者の利便性

（１）児童の体調や気持ちの変化に気づき、話に耳を傾け、安心して登室できる配慮をする。

（２）利用者への公正公平な対応や職員の接遇への取り組み（研修・マニュアル）を行う。 

５ 個人情報の取扱い

（１）個人情報の管理を理解し、事故防止に取り組み、事故があった場合は迅速に対応する。

（２）保護者にあらかじめ個人情報の取扱いについて同意を得る体制を整える。

６ 地域との関係づくり

（１）近隣住民等から意見や苦情を受けた場合はまずは真摯に受け止め、区の担当課へ報告

  の上、互いに連携して対応を行う。地域活動を通じて、良好な関係性を築いていく。

（２）小学校との連携を積極的に行い、学童保育の役割を理解いただけるように働きかける。 

７ 学童保育室の事業計画

（１）学童保育室での集団生活だからこそできる経験を重ねることを大切にする。

（２）安全で健康的な生活環境の中で１日の生活の見通しが持てるように促し、主体的に遊

  びに取り組めるように、育成支援を実施するとともに、日々、職員の質の向上を図る。 

８ 危機管理体制

（１）「児童を受け入れ、予定時刻に予定通りの降室方法で児童を帰宅させること」が重要

な仕事であると全職員が認識し、対応のルールやフローに対応できる体制を整える。

（２）各種マニュアルを整備し、職員の意見や本部の見解を参考に定期的に見直しを行う。 
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竹の塚学童保育室の管理に係る収支計画書概要
（単位：千円） 

収 支 区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

収 入 合 計 (A) 15,491 15,491 15,491 15,491 15,491 

項

目

管理委託料 15,491 15,491 15,491 15,491 15,491 

支 出 合 計 (B) 15,486 15,486 15,486 15,486 15,486 

項

目

人件費

人件費 12,191 12,191 12,191 12,191 12,191 

事業費

間食費 1, 056 1, 056 1, 056 1,056 1,056 

教材費 327 327 327 327 327 

管理事務費

出張交通費 32 32 32 32 32 

事務費 646 646 646 646 646 

本部経費 1,132 1,132 1,132 1,132 1,132 

施設維持費 102 102 102 102 102 

収支(A)－(B) 5 5 5 5 5 

（入室４４人の場合）
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